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推進体制 

本計画に記載している各種施策を円滑に展開していくためには、実効性のある具体的

な組織づくりが必要不可欠です。本市では下図のような組織体制により、市民、事業者及

び行政の協働のもと、本市の脱炭素化の実現を目指していくこととします。 

 

 

 

 

図 8-1 推進体制 

  

安芸市

事業者・団体 市民

⚫ 補助金の設立等により事
業者・市民の取り組みの
導入をサポートする。

⚫ 脱炭素化に関する情報を
発信することで普及・啓
発も行う。

相互連携

⚫ 率先的に取り組みを推進
することで、地域全体へ
の普及につなげる。

⚫ 環境学習への参加等によ
り市内にノウハウを普及
させる。

⚫ 住宅への取り組みにより
家庭部門のCO2削減に貢献
する

⚫ 環境学習への参加等によ
り積極的にノウハウを得
る。
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進行管理 

点検・評価・公表 

本計画の実効性を確保するため、市の各部署の各種施策実施状況については、PDCA

（Plan（計画）、Do（実行）、Check（点検）Action（見直し））の観点から定期的な

点検と評価を行います。また、計画の進捗状況、点検評価結果および直近年度の温室効

果ガス排出量は、ホームページ等を活用して公表します。 

 

 

図 8-2 PDCAサイクル 

 

 

計画の見直し 

計画期間中であっても、取組の進捗状況、社会情勢の動向や点検の結果等を踏まえ、

必要に応じて計画内容を随時見直しするものとします。 

 

P

DC

A

対策・施策の立案
取組目標の設定

対策・施策の実施

取り組み状況の確認・評価
目標達成状況の確認・評価

改善策の検討
目標設定方法の検討


